
7

NRI Research NEWS  1999.4

普及に向け飛躍する地理情報システム（GIS）

社会基盤研究部

和田　充弘

■ 広がるＧＩＳの利用分野

地 理 情 報 システム（GIS: Geographic Information

System）は、地図上に様々な種類のデータを重ね合わ

せることにより、各種の管理、計画、分析を実施すること

ができるシステムである。一般の個人ユーザにとっては、

カーナビゲーションシステムが最も身近な例であろう。

現在、行政機関や民間企業においては、主に表 1 に

示した業務分野で活用されている。

表 1　ＧＩＳの利用分野

分類 業務分野

資源管理 施設管理、設備管理、顧客管理、

人的配分管理、土地家屋評価管

理　等

計画支援 維持管理作業計画、出店計画、

店舗配置計画、配送計画

販売計画、広告計画　等

営業支援 重点営業エリア抽出、顧客属性把

握　等

　今後、ＧＩＳはこのような業務において利用を拡大して

いくと考えられるが、ＧＩＳが他のテクノロジーと結合する

ことによって、さらに新しい利用形態が生まれようとして

いる。２つの新しい利用形態について以下に述べる。

◆イントラネット上での情報共有プラットフォーム

　各地域に分散するユーザによって入力された情報を、

イントラネットを通じてＧＩＳでとりまとめることにより、全

国規模の情報共有を行うことができる。例えば、各地域

の営業マンが地域の営業情報を入力すると、各地域の

情報が集計・加工・分析され、経営トップから他地域の

営業マンに至るまで全社的な情報共有が可能となる。

◆ポジショニング技術を活用したナビゲーションツール

　GPS や PHS を利用して、人や物の位置情報をリアル

タイムに把握し、地図上で様々なデータと組み合わせ

ることによって、人や物の移動を効率的にコントロール

することが可能になる。例えば、顧客の要求に臨機応

変に対応可能な人員管理や、物流管理・在庫管理な

どに適用できる。

■ ＧＩＳの普及に関する課題

ＧＩＳは今後その利用領域を拡大させつつ、社会に普

及していくと考えられるが、その普及を遅らせているい

くつかの課題が存在している。

　経済団体連合会が昨年実施したＧＩＳに関するアンケ

ートでは、図 1 に示すように、企業がＧＩＳの利用を進

める上での問題点として、データに関わるコストの問題

と、利用できるデータの不足の問題が上位を占めた。こ

の問題は、企業のみならず、行政機関等においても同

様の問題を抱えている。

図 1　企業がＧＩＳの利用を進める上での問題点

出所）（社）経済団体連合会「地理情報システムの高度
　　　　利用のための提言」より作成

　他にも、ユーザ・インタフェースの問題がある。ＧＩＳソ

フトを使うためには、専門用語を理解し、操作方法を習

得する必要があり、一般ユーザが簡単に使いこなせな

いのが現状である。

企業がＧＩＳの利用を進める上での問題点（上位3項目）
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ここで、ＧＩＳの普及に関する問題点をもう一度整理する

と次の３点となる。

① データに関わるコストの問題

② 利用可能なデータ不足の問題

③ ユーザ・インタフェースの問題

■ 課題解決に向けた活発な取り組み

先にＧＩＳの普及に関わる３つの問題をあげたが、それ

ぞれの問題について、解決に向けた取り組みが活発

化している。

◆デジタル地図の低コスト化

　ＧＩＳを利用するためには、背景となるデジタル地図が

必要だが、自ら整備する場合のコストはもちろんのこと、

市販されているデジタル地図を利用する場合でも高価

であった。しかし、国土地理院が全国の都市部の地図

を安価で提供する数値地図 2500 シリーズを発行し、さ

らに東京地区に限っていえば、東京都や東京電力もそ

れぞれデジタル地図を販売するなど、新規参入による

価格の低下が生じている。

◆行政情報の有効活用

　地図上で利用することができるデータの不足に関し

ては、行政機関が保有する台帳データ、統計データの

民間への公開に期待がかかる。経済団体連合会の提

言書「生活空間情報基盤の構築に向けて～地理情報

システムの高度利用のための提言～」においても、行

政情報の積極的な電子化と公開を進めるように求めて

いる。今年の 1 月には、ＧＩＳの整備とその相互利用に

ついて、ＧＩＳ官民推進協議会も設置され、政府と民間

の協力体制が構築されている。

◆GIS アプリケーションを意識させない WebGIS

　これまでのＧＩＳソフトは、多機能であったが、一般の

ユーザが利用するには、操作方法が複雑であったため、

一部の人々の間での利用にとどまっていた。

しかし、WebGIS が登場してから、この状況は変わりつ

つある。WebGIS では、ユーザは Netscape などのブラ

ウザを通じてＧＩＳの画面を見て、操作を行うことになる。

ユーザは、ＧＩＳという特別なソフトウェアを操作している

という感覚を持たずに、インターネットのホームページ

を見るのと同様の感覚でＧＩＳソフトウェアを操ることが

できるようになった。

■ 成長するＧＩＳ市場、2010 年には 7兆円へ

今後、ＧＩＳは、利用範囲を拡大することによって、大き

なマーケットを形成していくと予想される。国土空間デ

ータ基盤推進協議会（NSDIPA）の試算によると、ＧＩＳ

の市場は、2010 年には 7 兆円規模に達すると見込ま

れている。

図２　ＧＩＳの市場規模予測
　　出所）国土空間データ基盤推進協議会
　　　　　　「国土空間データ基盤推進報告書」より作成

■ そしてＧＩＳは基本的なインターフェースに

これまで述べてきたように、ＧＩＳはその利用領域を拡

大させつつ、順調に市場を拡大していくであろう。そし

て、その過程で、ＧＩＳは特定業務のためのアプリケー

ションの枠を飛び越え、地図を利用する全ての業務に

利用される基本的なユーザ・インタフェースへと進化し

ていくと考えられる。ＧＵＩ（Graphic User Interface）は、

コンピュータの基本的なインタフェースとして、すっかり

定着したが、地図を活用した新しいユーザ・インタフェ

ースであるもう一つのＧＵＩ（Geographic User Interface）

も数年後には当たり前という社会になっている可能性も

高いといえる。
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0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

1995 2000 2005 2010

（年）

（
億

円
）

個人レベル 企業レベル 自治体レベル

国レベル 合計


